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報 文

衝撃波によるメタンガスのむ火に関する考察

第三寄 蟻FE衝撃波による CE.-Airの点火に関する理法的研究

(¶ P 25年 IlJJ23rl支 和)

村 田 態

(E]木沸け拝茶会itJt土工を)

諌 要

i8顎の斗qlこ上って4.'Yも市野汝のLi虎†rtlに院しま文して薙繁の工手Jt,ギーと4姐に仇つて七まもJTr;ぺ

t書書した｡モLLJこより!J:m災正伴野Jこ虎也汝虻町井tよして CHr･1.rの引火XJaLQ節.H t根すい=計井
せが-RADlと1く†t鼓ナも｡巾てLt虹で氾謀o如き託身の的折加t合 L･R芭lt繋が CJlrAl'に_I.火すさD

比事■並によもとヴえらLlも｡XJ,t延Qからの比甘汝カ･鼻叫,8T契する雄介I1.,.度とA.ltJL･十一軒好lこTfるか
らCJIr-nlrO}/･火iFとT..IurJも｡

CIIrAlrのiEと介災f小r･1=崩広斗野とJLrl-1して確発せLDもJJlk.姓拓のLi{く圧(.tは坪井兼帯汝が出欠D

億作t併し,んl刑 '1KCH'分･T･の分析土L竹まってtCr7イーdlrのさぬtK苑の適rtが充分β止にiiL･LいJIJl

に.帯JF汝lこ剛さして重んで水もィ.母性d刈こ豆い つかLt投乱きtLて吹1flされろ｡だって弘や汝l三上もCllr-

nLrの点火r一計IP汝がqI雅1.岐〝よから牙TLた捜l=朝日_･つて_r'･火のtt件を研きIEヽ 4iLlrl二)4idqllこLも圧
Al帯中土J･地中紡宍すさ焦点でLs火が起ち上す-らJ._もB

‥Fij iJ

煉究生成物の棚 とか,煉発エtJL･ヤ-に扶ろ

油 な加点とかl剛tの厄郡hZZitlrとかの現負はF'は の

JXftJこ蛎事故を鰍L-_ナろのでもろが,そのtE)革託狩生
の取出は如("Jなるにもせ1.的雫田に上ろJgy試yl

出合ガスの.駄 が々出ろためには｢12的に田繋淀の迎姥

とTBさ (縦の加 i)とがAll何なるEN柵 にあろべきかに
ll

批て聡 は別報に比べた｡/?lulはは邪の煉矧こよって

Ll=-rろ軒暇 の性TZを捷弘的にiI兜し,次でそれにJ:

ろCH.LA.rのl'.(火の閃Rdを虫 rろこととする｡
77恥広何のhL.軒況や靴 に内する姫 的研究は
LE梓の PoI叫.･.S一Ot旧, JiArnJh≠,Rant-'ne,
RlertuJIT).JltlgOrlLOL,VlellIe, LL)rd R吋 clgh/

Rildel)berg,)()ugvt.I,lkckeT.Had… Td.TAyLor

qFの淡tt力学 才.恥 奴は火器鞘 によL)dEんlこ

行われていたせJt桝 代を過ぎたが.恭 2･X牡丹大魚
JST級は7rlぴ事故の肋 :宍苅さLt.,h-事鼓の研究は
妨2mの捕花期の胴 を島していろ｡
XのJL姓のものに放きわLtblL火器Xのさ考とT=る

ようなものを透見するに.光づ bllTlklt;)nTldXlr･
i)

k≠oodほは垂の爆発冊 のAg.甲書迫のエール+-

や正ノJfy拓を由実1ているか.軌帝政Q'絹にFLqしては

℡及していない｡又軌 ･珊 班かM休qtt･k.耶 Tろ和

合にZJ)桝 が大なるときは ＼l,Leh反射k/l=じPI韓三
i､

釈点の地.rろことは PolA亡heh.r)llSccgerの稚iLr+

ろ朗であり.Rrに辞hTJ:策Jaか 日Ltrrl鰍l"I)IH i】eLL･
イ】

krLe)に上L)行われていろ｡釈Tt中のFi解班と7･7帖.l.
の水圧池井の相似性をGllmorc,rJ)印 tLJlt】d Croy'･
J[

eleyはiじてしろ｡又は【千nJ仰 のは党の申分J淵 .辿ヤ
■) TI

圧力を CzLld･roIAは計拝し.lrにTa)･lorはJtのは発

研 鼓の推格のrlll組を研究し,その㈱ 11945年の

X'ev ユlel.畑 に於けろ恭一夙輔佐実Jlの班と.:く一

鼓していろ｡如くの如},戸■祐迎のす轍 の柁休式の
印対姓的なEf党は Tnt･bのなし転げたとこ7,でもろ.

書盃の師 鼓の脚 の朋3Iは SLOrlCrLIZ)1日11cAkne)･
l■I

や CaSSeZHltldSlat,LOZlがIi払っていろ｡C1_T(L･tl･
IlJ

77nnnaTldMChttt)ere,は水官印 の故脚 法を
IT)

示し,JLteAheyandTatlbは轍 のm互n淵 を&



じていろ.その他. ThoIT朋 は各班の嫌仲ftのtE)管

渋のrIq越を多散桝詑していろ｡

日七に於けろ冊 の研究E･特に牲日にqt+ろのは
u)

JluJJ3:と稚仲代との相打である｡前部 i机陣の二次粘
性の呼人に上り和 之のISIさめ:L]L-兵的強 の71訳す如き
位より人たちべきことと.l'.し,筏者は乱読確 を応Jll

L'=iR分Rと ･tlnch牡とから法の好きの計ZF式'<最
群していろ｡

a I_の講甘党は川 Lも暇 7)汝JJW を推

したり攻は碕･nn:FtlJ'抵技を鞭 ナろことをFT的とす

ろものであり,又即事.11のI'/さを.huT17.のも仁1相 子
がm糊 gLlでJtM にiiけ ちまでのlljさの恵妹で,
-つのEm 全休のIh.･研究したものはない.

杜t31=軸 と腰背の感覚冊 にヱろCJlrALrの

点火4'r:q顎をir究rろに当り,tE(正FkにはPtJIseの
苦姥､の全休としての血糊 とEE力とZ):決淵
でもろとの丸帯をポ7̂ :淡に.滋の血圧内のtiさをGl

と托して,その13発エtルf-との訂緒をjt:づ草灯し.
-Xにそれに上るCHr-Alrの点火のrurwf_/巧f!したい

と思う｡

汀 珠美のZI弗によって臭生すろ布苧

丑のqtA

祥XITILこて柑繋がはYtする1牡合兜三krろ抄i幣蛇は凶
Zのhき形のものでみろ｡

向 t 舛苛む羊茨 DD

l･Jiqr一一一一

切ら静止EEノJJ.4のPtf小flに之蔽なろB;ノ)

上外があI),そLLJこ軌 ･て比付的tt5な負g:力の時

恥 ;ある｡負EDDWEJ711は常に加王のqiZ]
1り長い｡加正の弥分は完七なろld左曲頓ではTrいか,これを

胡和分析して110t:,ler払故に城潤すろこ

とは可鮭でもろ｡EEJち榊と付和を鬼にする多くのJl
:HtLB投の代惣7IIとして戦わされ柑るE.掛 は杜のM柑 折を行った桂■

がある那.そjt.1_/一 行々iこ

とは_その旺形--1 の研究としては濃淡カLあ73(HL

ども,折平淡の始拓を閉Rdとするqi分には余I)に荊杜となるば

かI)でその効卿 :少い｡さて軌 に上るCHralrの点火の可随 を考娯すら応には瓜報でも卯かTL如く加珊 l拠ち加g:の
GFが文中T.Eg手である｡05て抑 i畠lの加王tEの粉 に紬】印を一致せしめろよ1な図2のIJlや筋野汝をCi宅

し,それがL相似形S･nLIDて
fV妨するとして邦の故の絹LをZBl-ろことと

ナろ｡牝の叫令には負Eは開祖とならll.CHrAllrの点火にE

Nしては野ナろにCih叉は周2に元された血q:滞分の

托L恥 :沃珊 であるから,牧長上¢酬 ヒのための512のillき

仮定l紙 の切介船 上の-1把 を火わねものと甘えろ｡内

2 喋匂わ宇也のおIT l‥ ∴ ｣ .

l-i- LJI冊 のF
Pさに粥ナ7一心 的P死はA-くけ Liedt,T】丁
)とT叫lorとがも7.カLその付言(frozltthZ

LJ'EL也 )とは司3に′たす渡河の付きの暮姓であ

って,拙 胡せんとする箆の加圧特mを'ji
:lJろたわの税 のGl〔IT,dthof51仙:k

puIJCコとは集るのでもろ.阿 33 手㌍ 3 ●出 聖

子と年と(p-ILLLJ仙 一)fnlLで
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E･-;〆 ･ミ諾 -吉pか 7FT･ (1)
で与えられる.12iEがm究して冊 が勝 江として

fl好すると11Lだ,佐渡から R 0)n3Xに流速したと

きの地元冊 の金工tlJLイ ーは

47R王LF..-E (2)

となる｡右辺のF.は脚 の工手 ･̂zf-のり'で田野出と
し･CWilされろ丑It･ある.ば3桝は雅｢ろ均分はば苛

_Lk成肋が取A誠だの脚 で紺も在池でIJI日比川田の蝶
ftを抑 してLi2位する｡比の控朗dスの航ZZに放て妊

仙土22ILに正樹され,四秒 :形成されろ｡従って梯

粥の始めの1才ルf-は一帯は掛 4･の梯緑に焚SLL蚊

は体帝王と嘘〝I‖JJ･に附 きされ,他7)部分が冊 の
1ネJL･f-として絡建言からわけである.今は茄 i=I

寸̂ ･f-の申{･折牢茨として特わろ布介をEとし,乏

七的雫持iJ嫌軟と名付けろ｡蛇の併故Eの一(は水■l雌
L■)

花Jell r̂orLIAndYermlCや Ur】t)LIE)ELnda,'-
>l

kW00dI=よれl甜 O･Sに好い｡

鮒 が花魁的完隈をし1J分合のRJl皿をT)･とし'そ
の塀GLJLの爆発エ+ル<-たる火宅LIJfJとするolR
広にエ糊 Fr艶 板持の朋 党せLL･るときはJ【の
桜越はD.より小さいのが書盃であるカ･らそれをDと

ナろ｡而して建背の丑をF.その且桝Jt寂を p.とし,

姓酸性零とした句会QT.牛用を R4とIrれ王と

E-E.:-. う賢

一47Ri(E,D7/謡 tTilR･ (3)

となら｡mL γIは挨見地碇Uスのtr艮比でみろ｡式
(り (2)及び (3)よLJ次の関係式1.,.･711もq

,L(ipl･三･莞 )

-(I:;)'(i(,i_" 普 /p.)lt｡ 川
さて欄 にn'轍 の通貨を 亡,)ち(,掠帖の軌1.77過
S･AとすJtI三次の如き Razlklne-HtlgOmOtの粥鎌

式がもろ｡

._A(ij±γ十Ⅰ7+I7--1
'-pr ,2JW
p-樵 (i)!一票】

(5)
又 4!-7TJA でもろから (a)A:I_,(4)にfC入す
れlr

L 碧 (:･ピ造型 追号
(:)'･÷

二(訂)73iET .?./I-)R･- ･{丘
と-fr7..位HlLa｡h故 lゝ叫 'tEを用iれは杜の式/-

∴ ､ ､･一㌧､∴ ･-
γ

1t!+I/21]

-(紺,(,:_TIL',/,A,R･ tbp'
とWけろ｡(6)式は脚 が煤雅した451†には抑からの
雄 と世靴 の組政次ひl岳との流鎌1,与えるに硯 七

姑貯式である｡
ヨ)

式に Tn)1orによれは臥 .軒gE汝のfV鮪辿鞍は蛸湖
からの叫 の # 雇に迎比附し,エナJt･ギ-の7r}j蟹!

に正比粥十ろから

C-(,.～'-,R十 E% ･吉可 を
-t茸)i(3it T i.Fp･)i(RR･)t

(7二

と旺くことか州来よう｡(7)とし01とから R i,網Ii:･
すれ.王

･ --･:::･/I_'--､
(訂 + ,tT

_(A,出 . (a

(5竃)'
となろ｡比の (8)丈からti弓轍 の巡歴Cと伯 L と
の酪綿が計37さjL佃ろ｡頓才故の迎皮をr･等しくしたと

きの出撃姓のl副王はiE:のェIJL･Lt'-の3液紗こLt-例す
ることがbb.ち｡PlLその切合力煙艶からJJrt独LLq
繋Dに粒に上って災なる｡3LpIIR.[淵 は 9,3号臼
にEtfFIするから伽幣班のkIは部丑の3東田に比付す･-J
ことと1_ら.

打 法尭葡事故の計XGEと Cllr-8irへ

の点火

尖雌 の安全… 法とLt胸 内lこぼ繋{-I

w Jして店先せしめ.そILにより用Plの CHr ユ･rに

点火するかむう々 死Bi-ろことがもろ.ttの申告には

爆発由宇匹によりqIJ;41火するか盟は馳 ･一旦技

講堂に街突してLL射し坑か 托モ-唯からの反射正かn!
小的に甘宍して汚い正ノ)を島すると共に全件としての



村lilaI帯漸 くよるJタ ン jyAの/･.火にrdすらノウ然 2-''7

波の帖も拡くIJ'ろから引火し易くなることも考えられ
る｡付加 の脚 によっては和 に上らず耗且の恨
搬生成ガス (火低)に上って引火するものもある｡']F
火の主宰rgTは頒布の性腔と'3J火只鮎 の師作に上っ
て刈るもので必ずしも一道的に決められないと考pLら
れる｡
さてl脚 が払発した砂合の珊 政の辿姥と絹との
EE脚と打狩に粥 した (8J式で与えられる｡

L 7?_1･堤 二欝 (:)≡+ -/7-i
(ニ)'+7㌢

_姐 旦 夏 空 (き)

(i芸忘-)I
衷 l 格 罪

比の式から性悪ぼ茄を波丑1='け 9,'iCHl-M 中で
藤fEi棋菟せしめた切合の折甲奴の)出ZBlC と梯 L と

の純綿を計井i-ろに光づ背題的常政とし'Ca:の如きL'(

を川 ～る｡

po-]033dcmt
d-34DrB/S･ec

p+0 27x10-3g,'cm3 9,I;CHra汀のt&姥
7-i362 9,'LCH一一AlrのItq,q:

71.=】30 肌 k成 y^の光井比

大に計井義に実Salこ蚊用する㌍11槻鵬 天の仙境と
畑 なる性鮭は薬 Eの如きものでもろ｡

主LAEと牲 詰

さG SIC .NHIXq ln lSLarCh DX'F'T:qT h-nCISW p / U U.

A 一 一 730 32

b 8.0 O3 63.7 eO

C 80 03 7】2

1) 8P O3 697

(托) W.W はホ軌 SW は仰̀ ｡

之噂の'AdrJllいて田粟粒の折井をするqS令に閥RLi

とf_･るのは坦額肝連係W.Eの鮭である｡El三保迫が人

なるときl三大となるべきものであって,持忠 T-T汀 内

供 出もeCCr巾ccのものに耽き水rZl爆発で CSF脈圧
と711班別 Jいて筋学鼓の正力上州 こ比例するとすjL
ば

E一一05y10-Lf_p'T(D,-o!) (9)

となる｡比のEは煤繋包が緋の如く抵抗のない材令で
あって,畑野窄誠の抵抗が火なるときはその他哩に邪
=Fの･LTル4｣が弟されるからEの鰍 1,1､J'<くなるo
Lll舵 弔嘘のEの班は次の如くなる｡

椛抑 ^ Jl C D

E O172 0051 00･17 0035

之呼の放位を仙 ､てm 軸 の辿埋Cに称する佃 L
をLf;並 65g に就き計許すれば栽2の如くなろ｡
芥は3;のCとLとのTPg牌は の如くである｡

.ItlS

適 等 監 竺 -2の4- CI

LICt玉

Lx坦一:i至)'+竺=他 日Ol.a.｡…
(言)'･5･53

eo 158 - 20 (I,530 ･1.∝0 4140

- 200 - 09 6,2CO 2-190 3,CCO
- _TX)5 093 7.7CO 21日0 3.cc0
70 】50 093 6.の) 1,82O 2.e00

l■
C LP_磐
Lxii)J･31:)'十02㌧ .20,仰 .汰.C i
(;)!･553

LILS宅

Lx廼 二坦 ･02㌧ ,伽 .0-.k.Ci
(:)'･553

やlLRoの班は雌茄のjLDf比和に上って ltt)-

(莞 -)与からm Lて恐 く｡

ヲ～2 4tm の祈平淡oII･言L(enl)･C(m/SLLe)
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∽
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=
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岬
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木JK･出髄 の将として…Lを採ったのは也轍
を FouTLer駁故に風VIした将合の SLnt:C1汀Teの中

rJq;JJJ･.印 にモけ ちNlが L'Cあるから柵 'm

ニ雅にW.1.tLた lJenk pr- Ilre J,JL-.に対すろ将に

換許し1:ためである｡

-3E2で玉鼓63gにけすら計井班をr･,11したのは.阿

九lf,細 雌 の狂A!I55rnでも J3)m でも脚

A の 砧官が 9.iCHr一旬L,に点火Lf=い蜘 Jt
であるからである.Aは75g'=･は拾んと官に'lF火す
ち.煉繋 Z),C,T)(淡 の晩民のgE丑では.I)l火Lな

いのてさ′るが,比較のためFil一丈Jtに放きn した｡

さて式 ･Lel'C粥三･1.1ようにF8-爆王に放ては鮒
の拙め 等 しいときは,そのlコT三芳tJ)3手巴に此M

する｡ZT六三の伽 ･ら促実 L;,C,D V)肺 汝の佃

zl:Aの 65g と等しくならとさの玉出を次郎しLJJe
Jtj:のbくT=る｡

･〃bSx tTbl)J-a;g
･小 'Sx諾 ;-285g

･･,I-65, 諾 )I-御

tyち,捉要 A の不引火tと大軍丑が 65gのときは
悠剰 ･1を並抑 こ耳!にした切合の不LlI火卦大罪丑はほで

は288g.Cでは285g,Pでは425gとなる｡El
とCとのg!3h･校定の小丘は木乱lは切々の休作の

汲兎のため卯砧にすることは山東ないから Llと C

とは_屯品性矧こ伐る多雌 でほ全く印JJf今度と見
eLされ19る｡

ズ打の引火油 J=於て糧実包を正列に払ぎ足して蟻

果せし'L.るときは棚 方と考1たq合よtlHIJFn

3IfJ)噺 rLLのため暇 のェtJL･･f-EDちqLj:

小Sく1=ろから上記の計罪牡よりもすっと不引火於人

糞暮は轍 するb汁でらち,梯窒tlを盤外こ艮手代に
括び仰ナてAE配したものは.引火宅JLが汝少し.榊 力

拙 者としての独 文(8)から汁3(されるeEtに近

い苛でも ろ.,a.7A は血 75g では引火すら5▲ち.

それと冊 の姓か =同一TJ托宅てN-lD改V.'Nry与
えろための11.C.DのiE;史を計3rrlLは1;4333g.

329F.49Zg とf=ろ■

｡一｡ 75g のときの暇 の過去と吋 )は次

qJ如くでもろ｡

114 伴野 A のお琴政 (I)l欠如小野牡)

C Jttetl 】,∝O l,ZED I.gO ;,W ),∝0 2,CW 2,2CO 2,4∝1 2.に0フ18乃 3,CCO
;L(cll-) E2-2 102O OB､3 0'69 06'コ Od- 0583 0513 OSZO Ot51 0457

式にAのdr火LtrL･繋丑65gと弓L火するgS丑7与F

とlLd一服 の鮒 を話す 11,C,I)の玉故を)壬J
J:陀rL.
R 4 引火3(rZ不rjl火の耶甲吐桔什k許す

雪故 (ど)

繋珊/休作 ^ II C T)

不r)L火(A65g) 652B8 285 JL25
'71火(̂ 75g) 75 333 329 19J

ttのEg世のほ宅に就き細 坑丑令央 23mlこして正

伝ISSm.長さSrnの爆発3iの巾で*TTJ爆発に上る9

%CHr A)Tへの;lE火相 を偵毛色iEE54と糊 でrTつ

た捻力yt夫の如くである.瓢包泣 32rrLrnのもので実

効のか ･拭汝はI細 目25gのものを阿木J..用い
た｡

淡 S 訳 出 状泣 - - 山 峡 可 -X蓋豊)
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Ftの媒L紙の中 Aは直列も糊 も一本の草色でも
ろzb.らP卜 の細 紺 を矧 チてある｡
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炎Sのgfp位で直列の也合は B.Cは338gまで
引火しないが,並列では屯i'引火十,-).又t)lit肥田
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{･ほ Z,0)3gまで')J火しないが並列では 563gまで･]F クモ6 9ブiC托rLIlrJ,火のたt'の術.軒汝の逢
火しな い.比の並列の切令の引火と不引火との坪非の Lだ上山

誉 ･･ll;よ.:D∴ 一一･pt' : ,. ･1, :㍗ :: J:V'二 一 ∴ 士

の Dはg堀 切故が少いし引*･不列火の4堺 発走は ds em
く甜g と563g との肌 こ存在するかも知れない.=す 2,60】 OOl1 019､ 051
itlご弟4りPt甘野生に合致する｡ 2T503 OOlB O50 053

苅くのilI(印 鼓の迎攻と何とが CIlrALrの点火 2,4CO O_032 052 054

の決定的閃+となす弧 はよく洪脚 に上る引火の 2,3CO 0O5ZI O54 O.58

突放Glを衣軒することが山来ろ｡今舵 に上ろ点火 2,2CO 0H 0.56 0.58
の捜柄を考えろに,脚 が撫発して急浩にHス化すれ ちZCO 022 058 06E
tf柘速のU入仰 山と兆に野馳 ;発生する｡そして工 2.CO) 05. 060 OQ

秦煤光の書合牝の+JLIyスその ものは大部分 COf, ･,9CO z31 063 066

Hの"Tt''呼で,それ自身は.可鮎 を右しない｡ 様式 ),BCO 367 066 069

の轟く近くの所では好学鼓は非常に現くCrlrユIrへ Ⅰ,700 II4 069･ 0.73

の点火の併称をiIして丹荘的に1タン分子の赦化錦 】'6CO l'0 0173 0･77

が始まつてもCH一一ユIrq身のdス他姓姓発の柵 辿

鹿が充分耗適に■しない間に,冊 に内薮して強ん

で乗る不Btt切EtIU>の1.,めに追いつかiLて沈乱され

吹き科されてしまう｡印ら見事的･likがたってもiR合
ガス告恥 二堤Rl主将描しないE,功し冊 の速度の瀕

護は中山y又の嫉讃よI)少.､から,やが ⊂岬 正はgl
LiltB鵬qスから分JPして罪鉄に先行ナろ｡牝の分催 し

た複でもf,I.1帆 の迎姥と絹とが放火の峠件を軒｢提

議))なは琴ではその分廿 した折較正だけで良火し71Jろ
ことに1_ろ｡刑:の牡合は洪5a坑道のむ 顎 速に小さく

ないP.きり不引火最大罷免は坑道和に無窮孫であって爆
荘 Aカ:これに朕当する｡･又轍 がEr川旺脱ガスと

分1敬した筏け粥くなって瓜火の幡件を砺し1uない粉食
はその町野汝で瓜連点火は起らないが.そLLが坑皿鰹

で匠8日_て,比朋柵 が畑中ZE)爽して'3I火すること
になるかt･)机二氾柑lこII)不列火有言大鞘ゴ肋 :糾いTLろ｡
爆拡 Ii,C,))はこれに沌する｡

反射日和 の地政や絹も始めに羅生した柵 の過
度と特でriほ ろのであるから,(8)の現幹式をそのtl

適RJLて不引火新大茄先の比較班の計37:がEu郊ろわけ

である｡反別軒味のrLl脚 は-lea)lこ詮ず る ｡

さて伐ちば爪一世恥 に上7>9/'iC11｢nlrへの瓜
火がirl何たる迎皮の和合屯ちかはJタンガスの地 の

r)
点火嘩九を考はした蛾合の肪報に於けろ良火休作式

L一讐 竿 (9,

から計井Sれる〇一L柳 と (8)式からの C-L男

)
様とからJuて来ろ｡PIL (9)までAcテ.iSlTT6Ty
E-20.6CO.A-205である｡ 砂ち閉式による計井班

を絹京すかは舛6並に団4のhくなる｡

本女中(8)式に1ろ畑実柵 の梢として不点火の

浄合の牧夫畝と戴火の4合の載小切を併記してあるの

は杜の再者の中間が租 J･の.'工火と不良火との嬰界位
であるからであるが,描写に上る引火紬 では共の上

iた極めて78小なた矧'.美袋犯 内に入るので分朝 し

ないから強者から推茄するためである｡然L突掛 二は

不/･'淡 の崩大臣を探るのが†i意識である｡
図 4 9/'LCH1-AlrLu火のための姓罪妨安

鼓のZS唆(C)とrl)(L)
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茄千の動きを7-J汁 かも知れないが.析搬 L=上るCH一
一 AIrの曳火と云うZEZB的1qt払 .のlJl粋な粥Edに本研
究は解決の縦 長を与えたとnTrろ｡付文朽撃沈の遜Jr

が約 2,ccOmlR以I.の坤CHT-A)'が..-lJl火され明銘

に detonatlOn を包十べきことが地坪詮的に蘇aさ

れたわけであるが.牡のことは洗近のlkrets,Greetle
;I)

LZldELSt,Abttsk)の好nによってもBPほれたと

包められるのでもろ｡

鞘 のftの腺 の粟井的kgJlこIllいたdl矧._相当そ

の桂崖に盈良かあるものではもろが,何れも棚 と

して多Jtの地 文は泊 を含称するものt,もろ｡生残

ttの唖の棚 を含まないAI′イナーイトや崩1イナ
▼イp-や蕉′イナ▼イトとJ)･F'_… 兄で.+_軒二IDg
や Ⅰ5gEi姪の'J壌 丘'CCHr■trに･'(火する｡そか

ら少拓tの宅する欄 は_殆んt'･1火の断 を■しヰ

い.従ってその上うなは茄の1'l火14抑-.冊 によろ
のでは1_-く,火払方･又は分辞しつつ先取する牧子に上
るのであろう｡ttのことb･ら新潮 nNのn:川は蝶軍
のは触 成u入 (火塩)に1ろi出資点火を臥 しするも

ので.冊 によろ点火には触 発ヰしないと推Zlさ

れろ｡

TT 葡f波の反射衝突にJ:もCIr√-alr
･ への点火

榔 かこてET抱実射なりk席は発なりで玄樹
に上るCHrLHrへの.t●く火性をRPrrlろta合抗孤 拓

の大小によl)不JlZ火力大雅丑に和蓮が‖て来ろ.ePち
雌 勘 'JJ､さいときは小gS丑にて引火ナろ｡但し急く

淡黙約仏和を含まずILつ識頒血の非敦御 苑では耗ん
ど坑道a!Jこ無閃伴の-a:雌丑で引火する｡又EP.也火堀

図 5 日地帯41の少食oL丈47枚のサJ穴

回 るJL稚ヰ苑の4i介の戊相 の帯突
IILL4t のhく惚 するも4)Ii坑瓜軌こ無電

錦に小野AtでSI火すろ｡こ11は朗らかに畑 で瓜火すると巧

えられる｡･tのように醍BT
の火ろ脚 では.I)J火のal抄･逢うであろうと

推延されろ01である.釣れ ゆち欄 niが災ろ甘合に

不引火せ火児丑の狂化するものはぬ 5,8のhく

打事故の反射並のa沖村突により引火すると考えろのが

魚も月蛤であろうoEd5.6に放けろ帆 曳 P

は止t棚 に考えれば点ではなく坑道内FAの畑 からの圧射鼓が

巧小節に水突L波硯 i･･占めろのである.ih)

'して杜の軌 勺ではF苧鼓として打遵されろ全工

事-～-が洪涙した書を除いて,軸 Iこ8沖すろのでもろから
,非常な布 工事JL･f一帯#となる｡そしてFEJJ糞に■轍 .

D帖か和も大きく1=ろからZiZSCHrA汀への点火OT

,七カを持つに至ると考えられる｡杜4).I:た火圧力
は攻菰h+:小なる胡大とな8

.から銑延托小なるとき小罪JLで引火L易くな

る郡尖をZR明しTuろ.棚 の抄■としては群事故が疑

惑丑でLi射すろ堵令の ユIllChJL射¢形成に上

ろ脚 点のため4)点火も考えちLLないことはないが,榔 雅.7

)全円Alに冊 の1事Jt･<-が奴けちれ托って17･J

t･f-光度が洋くなってい7̂ ･ら.反射波の圧力とJ.
仰 ..敦FElにさしても1才JL.･r-が村加す らことはない
し,釣鐘の燕中部矢の軌.-【劫邪投の芯-tJL･f-浩

次にはTLり79なtと思われろ｡LtlL雌 敬と戊拓とのFE井が近いときは MaL.hZi抑こ上る折宇三悪L=S(A-_TOTIE)gtz柑
-tzon)は右力なLGt囚とな

I)1LJろ｡比の点に沌してはf31等如 :

あれば研究する折りである｡さて.帆 が団7に荒す如く
鋤 に擬 してPf突する機分別即tLLとして姐 的にJli妓つて見よi

｡尚 7 nr苧改LD帯群池性･二九九`

'̂二九 ･･尤(りの訳鋲から近づいて(2)となり,

(3)のA唱 では岬 鼓の分針した何が広くなり,(

4)の1頓 ではEE力が拓くなろ｡国の二つの班が別田にrE他
に政放した中食に生でべきだly_をq',▼2とすれば尊の榊
がAI}(嫌って圧力が火n 妙 ;同

一でもitは叫.-(芋･･･,)- -(チ +･



村TlJ ホヤ汝によるJtSyqより_.～火r〔和すZ,サ缶 231

さの昧史の附L(Iは

q-1′柿 +2uTTpJ(中三=前 ･

､ 可 ; ･･L- l:,1芸 :::慧 ) (H'
となり,ltの投打巧には市の暇 の榊 より必ず大き

い鞘 となる｡又訓 は打-でありl正絹は見ろE,若し
タ】-Ptならは銅 は-(q'+qZIとなり,=つの耶

pJ妄qLD和l=等い｡
弐l=榊 5.に洲 のAろ冊 の神文を考えよう｡
P王し任用は同一とする.

･可- ･≡--(千一,)十可 箸Lか)

--.t▲- +加1qP･l号ト;･)
-lLAn-I=D2;?:.'=n2,7:･pト12)
であるから,やはり革Aは二つの印 汝の掬 より̂ ･

きく1j:ろ｡又妙 J･専しけ川王.鯛 は二つの榊 の
和とたち.

RElにRt:Laltて妨三の打事変がこ山 こ封実すれ
ば,井の点の捉実の細 は妨三の鞍の鯛 を加えたも
のになる｡以下gm .軒先J)か ･水Luf付和の特別,a
卑合を除き,鵜 は杜･t析火する｡Eelこ河えは!f佃円
形の坑正放生輔から暇 射渡が熊小田突する秒針土

JCP艶掛こ於ける恭渦CDちB:ノ)は錘掬に布くなり.･充
分CHr一･1王rにt.T.t火し1gろ1～にTrろと巧えられろ｡
その切介o)AL申蛸轍 のNlは耶n75の (8)式から柑られ
る相に比例するから,rl上的に災Ftは野の性語..と.･･'次
位との湘旅のPq相は(6)又は(B)jtで決定されlrJろ.

V # ti

l 雌残の仏発球tdi冊 の樽柿拙虻やその淡の相に
内し凡恥 'JIこPF究して･Xのm休式を糾 した｡

I-, '-) 等 :､: L '､

-(普 )eIifT,E_,)-DD./pl).～
付し/は火繋ノ), I)はそのときの脚 ,D.はPg
丑的に完曝したときのJg遭 . ′】はそのLB男の且的

比茄,RIは億万S･W としたときの乍瓦 REi田

職 の屈蜘 'らのEET,γ'は火軍gスの光義比,
7I.J 帖の放た比,ELl好事特辻鎌恐,il三鞭

の連年,Lは柵 ¢～でもろ｡文 Rを詳法 Lて

古宇鼓のA!真と特との果緒は･XiDhく1ごろ.

･:･.-::::∴ ~ -

ふ .I__.上長 ′･･吐

(荒 )i
mLfbP'は托件DE力と市坪で Ilfijtの中ろ材
止菅過であら.

21Ltの恥 ･ら冊 の蓮井と何とを計井し,類

火位作式と払合してCH■-tlrへのi棚 D淵

と歎fiの瀕棚 方に硬さ比較Tろに計井位と実58位
とがよく-丑+ち.このことからfF7榊 を相当 丑 lこ
含L.扮桝 棚 は即 .こよりCLLr-aETに/_･Aで
ろことがmA.'される.

3･ 煤繋がはTEしたEgtの食ATJL,～-の巾で暇
として打建されろiI合を珊 鮮東経故と湖 し.千
jLをEとすJlは

E-IO5yIC-･子 .p三一Cつ

としてJlbされる.AlLI)は環繁の担辿 ,dは珠

‡M】のh止市aJl,p.はik文の市費,γはその此た比
でもろ｡

< 雌雫田轍 q)巡rJrh:2,CO〕叫lSJ･ilのとき CH-
-Blrは.L'し火SJL宅延 の心tonAtPOZlとなる｡

S 頓頚に1ろCJLr-ALrへの点火の鞭抑将 軍のri.
冗により只J),火仏や瓜細 筆政や反J71暇 の田
爽等抽JtのMT･によI)粒IJ,火等ほは粥の姐湖にJ:
I)区別される.

6 怖 出の坑迫矧こよる反射波がBSrf'的に輔来すろ
相沢は調常な満広となI).CliJ一爪】rへの点火のlTYA

点となろことを比べた｡

抵I)に臨み'J:研究に愈LJlZSなる示安を与えられた

東湖 大学軌 rgJJ抄必達に感謝の丑を淡するときち

に･常に掛 と肘虫しつつ肘 のELEB柵盛を淫肋引 L

l=巳木地折釈t:1二相の船場 茶托.河辺定五枚‥左石

n･1之攻等の友情七草とL.又桝 な出城計井に従7rさ

れたFll祉御 免氏と江川.昭氏lこ耶頭の甘茶をrlJ鎖べ
ろ｡
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